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	作成日
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1 概要
1.1 目的
1.2 位置づけ
1.3 対象ユーザ
1.4 記載範囲
1.5 参照ドキュメント
	ID
	文書名
	文書番号
	発行年月
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


1.6 定義（用語、略語）
	ID
	用語・略号
	正式表記
	意味

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


2 テスト概要
2.1 テスト方針

2.2 開発フェーズおよびテスト期間
	開発フェーズ
	SW

バージョン
	HW

バージョン
	検査

開始日
	検査

終了日
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


2.3 対象範囲
	ソフトウェア

要求仕様書
	ソフトウェア・
アーキテクチャ設計書
	検査機能
	検査状況

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


3 評価設備・環境
3.1 システム構成

図 1　テスト環境構成図

3.2 テスト環境・設備
	設備
	メーカ
	型番
	シリアル番号
	台数
	用途

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


4 テスト概要・結果概要
	分類ID
	分類
	テスト

項目数
	検査開始日


	検査終了日


	未消化

項目数
	不具合数
	未対応
不具合数
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	



5 添付資料

5.1 テスト項目詳細

5.2 バグカーブ

5.3 その他
文書名


【SW401etcテスト仕様書／テスト報告書】





文書番号





発行部署





発行日





＊テスト環境構成をブロック図などで整理する





＊テンプレートは「SW401etc_テスト仕様書_報告書2(テスト項目詳細).xls」に定義





＊テストを実施するに当たっての基本的な考えたや方針を整理する








＊バグカーブ（信頼度成長曲線）を作成し不具合の収束状況を確認する





＊未消化のテスト項目や未対応の不具合がある場合は、備考欄または「5.1 テスト結果詳細」にその理由や今後の対応方針について記述しておく
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